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が，パーソナルコンピュータ（PC）に代わったよう

に，PCもユビキタスコンピュータ（UC）に道を譲る，

としている．

　子どもでも扱える本来の意味でのパーソナルな

コンピュータ（PC）をダイナブックと名づけた Alan 

Kayは，最初の GUIコンピュータである ALTOを

暫定版のダイナブックとしている．

　では，UCの候補は何であろうか？　現在のスマ

ートフォンを，暫定版の UCと呼ぶのはどうだろう

か？　

　思い切ってボタン（＝キーボード）をなくし，ま

た，日常的に人が持ち歩き，SNS （Social Network 

Service） などに活用している姿からすれば，暫定版

UCとしても問題なさそうである．さらに iPhone

と並んでアンドロイド端末など競合があることや，

各種のセンサー（加速度，GPSなど） を内蔵してい

ること，アプリの開発を誰でも（小学生まで！）やる

ような状況も，良い知らせだ．

　では，まだ何が足りないのか？　これは，何が多

すぎるのか，という問いでもある．ネットワークと

の接続は最低限として，さらに機能を削ぎ落として

ゆく．そうすると，情報アプライアンスという，見

かけ上は単機能のものになるかもしれない．　　　

　今から 30年後に，コンピュータ（人工知能）が人

間の脳を上回ることを心配してもよいが，我々の身

近で，日常活動を支えてくれるスマートフォン（＝

暫定版 UC？）がどう進化していくか，あるいは進

化させていくかを考えることこそが，我々の喫緊の

課題ではないだろうか？
（2015年 1月 5日受付）

世紀に入ってまもなくマイクロソフトがタ

ブレット PCを出した．非常に期待したが，マウス

ベースのインタフェースから抜け出ることはできな

かった．2007年にアップルは iPhoneを，また 2010

年には iPadを出した．このマルチタッチベースの

インタフェースを搭載した端末（＝スマートフォン）

こそ我々が待ち望んだものだった．フリック入力の

ほか，ピンチインやピンチアウトなど 2本指でのさ

まざまな操作も可能となった．

　携帯端末において，小画面とキーボードをどうす

るかが，インタフェース上の最大の問題であった．

キーボード（ボタン）の代わりにペンを使うペンコン

ピュータなどが，PDAなどとして作られたが，あ

まり普及しなかった．ペンの代わりに指を使うなど

はなおさら，入力された文字が見えなくなる，とい

う問題でおよそ考えられないことであった．

　当時アップルを率いていた Steve Jobsは好き嫌い

がはっきりしていた．トレイ式の DVDドライブも

その 1つだったが，もう 1つ，ボタンを嫌った．結

局，当時マルチタッチの技術を持っていたフィンガ

ーワークス社を 2005年に買収して，マルチタッチ

への道を開いたのだ．

　フューチャーホンなどの古典的な携帯電話でさえ，

10個そこそこのキー（ボタン）で，フルキーボード

に対抗するほど使われていったのは，インタフェー

ス上の奇跡かはたまたパラドックスかと言われたほ

どであった．

　一方，1990年ごろ，当時 Xerox PARC （Palo Alto 

Research Center）にいたMark Weiserはユビキタスコ

ンピューティングの概念を提唱した．コンピュータ

は日常活動を支えるようになり，しかも，その存在

は意識されなくなる．すなわち，消えてしまう，と

いうものだ．さらには，かつてのメインフレーム

スマートフォンの進化
─インタフェース上のパラドックスか
　暫定版ユビキタスコンピュータか─
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